
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 火災 

発生日時 令和６年７月２８日 １３時２０分頃 

発生場所 東京都大島町波
は

浮
ぶ

港南方沖 

 波浮港突堤灯台から真方位１７７°１,８１０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３９.９′ 東経１３９°２６.６′） 

事故の概要  プレジャーヨットSLOW
ス ロ ー

 HAND
ハ ン ド

は、波浮港南方沖を航行中、機関室か

ら火災が発生した。 

事故調査の経過 令和６年９月１３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーヨット SLOW HAND、５トン未満（長さ９.２０ｍ） 

 ２３５－１７９５４千葉、個人所有 

 ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力１１.７７kＷ、回転数

毎分３,４００、２気筒、ボア７５.０mm、使用燃料軽油、機関製造

年月日不詳、昭和６１年５月進水 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（下田海上保安部提供） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 機関室及び船室の一部に焼損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 (1) 本事故発生までの経緯 

   本船（セイリングクルーザー）は、船長が１人で乗り組み、知

人１人を乗せ、クルージングを行った後、波浮港突堤南方沖から

同港内に向けて機走で航行中、機関室から白い煙が発生した。 

   船長は、機関室に充満する白煙を見て火災が発生していると思



い、付近を航行していたプレジャーボート（以下「Ａ船」とい

う。）に手を振って救助を要請し、本船のえい
．．

航を依頼した。救助

の要請を受けたＡ船は本船に接近してえい
．．

航の準備を行った。 

   本船は、Ａ船にえい
．．

航され、波浮港に入港し、消防による放水

を受けて白煙が収まった。 

   その後、本船は、海上保安庁によって火災要因の調査を受け、

機関室にあったバッテリー付近の焼損が最も激しいことが確認さ

れた。 

(2) 火災の要因 

   本船の損傷状況は、次のとおりであった。 

  ① 機関室内では壁面と主機等の機器類が焼損していた。 

  ② 機関室外では近接する船室の一部が焼損していた。 

  ③ 機関室にあったバッテリーの上部が焼損し、同バッテリーに

接続されていた電線が激しく焼損していた。 

  （図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   バッテリーは、令和６年３月に交換されていた。また、種類及

び型式は焼損状態が酷く不明であった。 

分析 (1) 本船は、船長が機関室から発生する白煙を確認していたことか

ら、同室内から出火したものと考えられる。 

(2) 機関室のバッテリー上部及び接続する電線の焼損が激しかった

ことから、同電線とバッテリーターミナルとの間の接続不良に伴

う過熱による発火、又は被覆の劣化と短絡による火花の発生が火

元になって、出火した可能性があると考えられるが、同電線の絶

縁及び状態に関する情報を得ることができず、出火に至った状況

を明らかにすることができなかった。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、機走で航行中、機関室から出火して

船体に延焼したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が機走で航行中、機関室から出火し、船体に延焼し

たことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

                                 バッテリー本体  接続する電線  

   

   甲板上から見た船室         船室から見た主機              バッテリーの状況 

図１ 損傷の状況（写真は下田海上保安部提供） 



 

られる。 

 ・小型船舶の船長は、発航前及び航行中に機関室内の機器類の見回

りを行い、異状等の早期発見と適切な対応に努めること。 

 ・小型船舶の船長は、発航前検査でバッテリーにつながる配線と接

続部の状態を確認すること。また、船舶検査の対象でなくとも、

船舶検査の機会等に絶縁抵抗測定を実施すること。 


